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◎松下先生の Daily Routine 

 野芥小学校の皆さんこんにちは。ナミビアは本格的な雨季に入り、たくさん雨が降っています。（突然降ってくる 

ものですから、この前はスーパーの帰りにずぶ濡れになりました。）日本は雪が降っているのでしょうか。ナミビアは

冬でも雪は降らないそうです。さて、今回は『松下先生の１日～平日編～』を紹介します。(^^)/ 

５：１５ 起床・ストレッチ・（たまにシャワー）・準備 １３：４５ 昼食・自由時間 

６：１５ 朝食・身なりを整える  ※たまに家族や友達と電話・リラックス 

６：４５ 家を出る １４：３０ ホステル（寮）の子どもに勉強を教える（１年生） 

６：５０ 学校到着・授業準備 １４：４５ （２年生） 

７：３９ １時間目開始！！ １５：０５ （３年生） 

 ※６年生の算数の授業を１日３～５コマ担当 １５：３０ 月：４年生 火：５年生 水：６年生 木：７年生 

 ※他の学年の算数の先生の授業を観察 １６：３０ 帰宅 

 ※空き時間は授業準備やテストの丸付け １８：３０ 夕食づくり・夕食 

１３：１０ 下校・勤務時間終了 ２０：００ シャワー（浴槽はありません） 

１３：１５ 帰宅  ※授業準備・自由時間・ストレッチ 

１３：２０ 昼食づくり（給食はありません） ２２：３０ 就寝 

 食材や日用品が無いときは、ホステル（寮）での補習後に買い出しに行っています。朝からの活動が早い分、夜は

すぐに寝てしまいます。早寝早起きができているので、健康的な毎日を過ごすことができています。基本的に３食 

自炊なので、給食のありがたさを痛感している毎日です。 

◎6年生の算数の授業って何をしているの？ 

 前回もお伝えしましたが、ナミビアは４～７年生は教科担任制です。今年度、私は6年生の算数を担当しています。

学習項目を見て感じたのは「え！？どの学年も学習内容一緒じゃん！！！？」ということでした。昨年度は４年生を中心

にサポートをしていましたが、内容がほとんど一緒なのです。現地の先生にお尋ねすると、少しずつ問題が難しく 

なっているようです。不思議だなと感じました。それでいて習得できていない子どもたちが多いので、改善策を日々

模索中です。授業はもちろん英語です。そのため事前に「英語で整数って何と言うのだろう。」「どのように伝えたら

よいだろう。」「日本の教え方と違うな。」などいろいろ考えています。６年生の子どもたちに授業をするだけでなく、

他学年の算数の先生方と「授業の仕方」についての話し合いもしています。 

 

 

 

 

    １クラス 45名ほどいます。私はどこでしょう？ 

JICA海外協力隊 ２０２１年度１次隊 

ナミビア 小学校教育 

フルイット小学校 松下 歌歩 

    6年生の板書です。

もちろん英語です。 

    かけ算のテストをしています。

「かけ算を覚えると、割り算も 

分数も全部できるようなるよ。」

ということを日々伝えており、 

暗記できるよう練習しています。 


